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研究課題名「人工内耳装用児の音韻発達に関する多施設共同研究」に関する情

報公開 
 
１．研究の対象 
両側感音難聴にて現在、人工内耳を装用している年中から小学生6年生までの言語習得

期前難聴児で、難聴以外の明白な障害を有さない児（非症候群性難聴）で本研究に参加

の同意をされた方です。 
 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的： 
音韻認識とは、「言葉の音の中の細かな単位に気づき、それをうまく扱う力」のことを指

します。この力は、発音や読み書き、言葉の理解にとってとても重要で、幼児期にしっか

り育てる必要があります。 
 
生まれつき聴こえにくさのある子ども（聴覚障害児）は、音が聞き取りにくいために音韻

認識がうまく育たず、その結果、言葉の発達に大きな影響が出ることがあります。ただ、

最近では新生児の聴力検査や人工内耳の早期手術により、こうした問題が出る前に対応で

きるようになっています。 
 
それでも一部の子どもでは、十分な対応を受けていても言葉の習得が難しいことがあり、

これは**DLI（言葉の発達に見合わない困難さ）**と呼ばれています。DLIでは、特に音
韻認識の力が弱いことが知られていますが、これまでの研究は主に英語圏で行われてきま

した。 
 
日本語は英語とは違い、「モーラ」という独特の音の単位を持つため、音韻の発達の仕方

も異なります。そのため、日本語の子どもには日本語に合った検査方法が必要です。現

在、日本では宇野らによる音韻認識の検査が開発されており、信頼できる方法として広が

りつつあります。 
 
本研究では、この検査を使って、重い難聴のある子どもや人工内耳を使っている子ども、

聴力が正常な子どもを対象に調べ、聴覚障害のある子どもたちの音韻認識の発達の特徴を

明らかにすることを目指します。 
 



 

 

 

研究方法： 
この研究では、対象となるお子さんに以下の検査などを行います。 
 
① 音の認識に関する検査 
 意味のない言葉を繰り返す課題や、言葉の音を逆さに言う課題などを行い、言葉の

音をどれだけ正確に覚えて処理できるかを調べます。 
 
② 発達の状態を調べる検査 
 「レーブン色彩マトリクス検査（RCPM）」という図形を使ったテストを行い、考
える力や理解力の発達を確認します。 

 
③ 保護者の方へのアンケート 
 お子さんのこれまでの様子や、注意力や落ち着きの程度を把握するために、発達に

関する質問票と難聴が分かった経緯についてのアンケートにご協力いただきます。

また、必要に応じて病院の記録（カルテ）を参考にすることがあります。すでにカ

ルテに記録がある検査については、重ねて行わない場合もあります。 
 
集めたデータを学年ごとにまとめ、年齢による発達の違いを分析します。また、継続

して調べることに同意いただいた場合は、半年後にもう一度、音の認識に関する検

査を行って変化を確認します。 
 
研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2027年 3月 31日 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
１）基本情報：年齢、性別、診断名、難聴の状態、人工内耳手術時期、使用機種 等 
２）聴力検査 
３）人工内耳による聴覚医学的データ（装用閾値検査・語音明瞭度検査） 
４）音韻検査 
５）除外基準のための発達検査 
 
４．外部への試料・情報の提供 
情報・試料提供：情報を主研究機関である岡山大学へ提供します。 

提供方法：エクセル表にまとめた結果をメールにて送付します。データセンターへのデー

タの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。 

対応表は、本学の研究責任者が保管・管理します。 

 



 

 

 

５．研究組織 
 
札幌医科大学 耳鼻咽喉・頭頸部外科 教授 高野 賢一 
九州大学 大学院医学研究院耳鼻咽喉科学分野 教授 中川 尚志 
国際医療福祉大学三田病院 耳鼻咽喉科 准教授 高橋 優宏 
国際医療福祉大学大学院 保健医療学専攻言語聴覚分野 教授 城間 将江 
信州大学 耳鼻咽喉科頭頸部外科 講師 吉村 豪兼 
広島市立広島市民病院 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 主任部長 江草 憲太郎 
 
６．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  説明担当医師：吉田 忠雄（電話052-744-2323、ファックス 052-744-2325） 
診療担当医師：吉田 忠雄（電話052-744-2323、ファックス 052-744-2325）  
※ 研究内容やそれに伴う疑問や不安に関しては、上記の医師にご相談ください。 
○苦情の受付先 
名古屋大学医学部経営企画課：（052-744-2479） 

 
研究責任者： 
名古屋大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学 吉田 忠雄 
 

研究代表者： 

岡山大学 学術研究院医歯薬学域耳鼻咽喉・頭頸部外科学 菅谷 明子 


